同一波長光加速方式を用いた高速全光論理ゲートの研究 by 杉浦 賢太
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院   電気通信 学研究科     電子工学 専攻 博士前期課程 
氏    名 杉浦 賢太 学籍番号 0932044 
論 文 題 目 同一波長光加速方式を用いた高速論理全光ゲートの研究 


















その上で、光加速効果の目的である全光 ORゲートの実験を行なった。ORゲート実証のために、まず 100 Gb/sデータ光信号の生成と
超高速データ光信号観測を行った。生成した 2系列データ信号光とを SOAに入力し、同一波長光加速 100 Gb/s全光 ORゲートを実証
した。その結果、本研究室で初めて 100 Gb/s全光 ORゲートを実証した。さらに、異波長方式全光 ORゲートの出力消光比は、0.5~1.2 
dBであったのに対し、同一波長光加速方式を採用した結果出力消光比は 1.5 ~ 4.2 dBと異波長方式よりも 1 ~ 3 dBほど向上した。こ
れは、同一波長光加速方式によってキャリアの緩和時定数が短縮されたためだと言える。以上より、同一波長光加速効果が全光ゲート
動作の高速化に有効であると結論した。 
また、本方式は同一波長方式の有効性を示しているが、さらなるゲート速度の高速化を進めるためにも今後は、本方式の効果を得る条
件を探すことが必要とされるであろう。さらに、本方式の最終目標である光コンピュータや短距離伝送中の光交換機など、社会の役に
立つ光技術を研究する上で、本研究が役に立つことを期待している。 
 
